
八
月
二
六
日
（
土
）
茨
城
県
東
海
村
に
お
い

て
、
日
本
原
子
力
発
電
（
株
）
東
海
第
二
原
発
再

稼
働
阻
止
『
原
発
い
ら
な
い

茨
城
ア
ク
シ
ョ
ン
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
か
ら
は
、
共
に
再
処

理
工
場
撤
退
を
闘
っ
て
き
た
茨
城
の
仲
間
に
連

帯
す
る
た
め
に
、
二
人
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

翌
二
七
日
が
茨
城
県
知
事
選
挙
投
票
日
と
い
う

選
挙
戦
の
さ
中
、
集
会
に
は
茨
城
県
内
外
か
ら
約

一
千
百
人
の
市
民
が
結
集
し
ま
し
た
。
残
暑
の
中
、

岩
手
の
仲
間
の
声
を
代
表
し
、
稼
働
阻
止
集
会
な

ら
び
に
原
発
包
囲
人
間
の
鎖
の
輪
に
加
わ
り
、
こ

ん
な
危
険
な
原
発
は
絶
対
に
動
か
す
べ
き
で
は

な
い
と
懸
命
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

蝉
時
雨
の

阿
漕
ヶ
浦
市
民
集
会

「
二
〇
年
延
長
」
の
審
査
の

結
論
は
「
不
適
切
」
が
当
然

小
川
仙
月
集
会
実
行
委
員
長

茨
城
ア
ク
シ
ョ
ン
・

人

間
の
鎖
集
会
に
結
集
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
東
海

村
に
は
既
に
廃
炉
作
業
に

入
っ
た
東
海
原
発
と
、
稼
働

出
来
る
と
さ
れ
る
東
海
第

二
原
発
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

「
東
海
第
二
」
は
六
年
前
の

大
震
災
で
は
、
地
震
と
津
波

に
襲
わ
れ
大
事
故
を
起
こ

す
寸
前
で
し
た
。
当
然
三
・

一
一
以
来
停
止
中
で
し
た

が
、
日
本
原
子
力
発
電
は
何

と
二
〇
一
四
年
五
月
、
原
子

力
規
制
委
員
会
に
「
原
発
再

稼
働
適
合
審
査
申
請
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
。
老
朽
化
し

し
か
も
震
災
で
被
災
し
た

原
発
で
す
か
ら
審
査
は
「
不

適
」
と
結
論
す
べ
き
で
す
。

し
か
し
規
制
委
員
会
は
こ

れ
ま
で
に
「
不
燃
ケ
ー
ブ
ル

問
題
」
に
つ
い
て
「
適
合
」

と
結
論
づ
け
、
現
在
は
「
津

波
防
潮
壁
問
題
」
を
残
す
の

み
と
し
て
い
ま
す
。

来
年
一
一
月
に
は
第
二

原
発
は
稼
働
四
十
年
と
な

り
、
本
年
中
に
「
二
十
年
延

長
の
適
合
審
査
」
に
合
格
し

な
い
と
、
廃
炉
決
定
に
な
り

ま
す
。
日
本
原
子
力
発
電
は

八
月
二
八
日
か
ら
十
一
月

二
八
日
ま
で
に
「
稼
働
二
〇

年
延
長
申
請
書
」
を
原
子
力

規
制
委
委
員
会
に
提
出
し

な
け
れ
ば
廃
炉
が
決
定
し

ま
す
。
こ
の
古
く
傷
だ
ら
け

の
原
発
の
再
稼
働
は
大
変

危
険
で
す
。
大
事
故
か
ら
住

民
を
守
る
た
め
に
、
廃
炉
に

持
ち
込
み
ま
し
ょ
う
。

「ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
声
」を

黙
殺
す
る
安
倍
内
閣

鎌
田
慧
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

東
海
村
は
か
っ
て
「
日
本

の
原
子
力
の
夢
の
地
」
で
し

た
。
し
か
し
、
今
は
廃
炉
に

す
べ
き
時
代
に
入
り
ま
し

た
。
一
九
九
九
年
Ｊ
Ｃ
Ｏ
の

臨
界
事
故
に
よ
り
二
人
の

悲
惨
な
犠
牲
者
を
出
し
、
本

年
六
月
に
も
大
洗
の
原
子

力
研
究
機
関
で
深
刻
な
被

曝
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
原

子
力
は
悲
惨
な
事
故
が
避

け
ら
れ
ず
、
世
界
の
大
勢
は
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
が

向
か
う
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
三
・

一
一
以
後
、
「
経
済
成
長
よ

り
も
生
命
を
守
れ
！
」
と
い

う
声
が
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
来
て
い
る
の
に
、
そ

の
意
味
を
理
解
し
よ
う
と

し
な
い
「
安
倍
政
治
に
Ｎ

Ｏ
！
」
の
声
が
全
国
に
湧
き

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
脱
原
発

は
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、

台
湾
、
韓
国
へ
と
広
が
り
、

核
兵
器
の
禁
止
条
約
は
日

本
の
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
の
声

を
受
け
と
め
成
立
し
ま
し

た
。安

倍
内
閣
は
、
こ
の
国
内

外
の
脱
原
発
・

非
核
平
和

の
動
き
に
目
を
つ
む
り
、
反

対
に
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
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主
義
、
国
民
の
生
存
権
を
実

質
的
に
形
骸
化
さ
せ
る
「
改

憲
」
の
政
策
を
始
め
て
い
ま

す
。
長
い
長
い
闘
い
を
進
め

て
き
た
東
海
第
二
原
発
反

対
裁
判
闘
争
の
歴
史
を
思

い
起
こ
し
、
こ
の
茨
城
か
ら

「
原
発
廃
炉
」
を
闘
い
取
り

ま
し
ょ
う
。

目
先
の
利
益
で
原
発
再

稼
働
、
そ
れ
で
良
い
の
か

脱
原
発
を
め
ざ
す
首
長
会
議

村
上
達
也
前
東
海
村
長

目
先
の
利
益
の
み
で
原

発
を
再
稼
働
さ
せ
よ
う
と

す
る
、
権
力
を
持
つ
人
々
に

怒
り
を
覚
え
ま
す
。

東
海

第
二
原
発
を
動
か
す
に
は
、

約
二
〇
〇
〇
億
円
が
必
要

と
報
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。
茨

城
だ
け
で
二
〇
〇
万
人
が

避
難
民
と
な
る
と
言
わ
れ
、

風
向
き
に
よ
っ
て
は
首
都

圏
も
危
な
い
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
危
険
な
原
発
を
動

か
す
の
で
は
な
く
、
「
生
命

輝
く
茨
城
」
を
実
現
さ
せ
る

候
補
を
茨
城
県
知
事
に
す

る
た
め
に
、
頑
張
ろ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

集
会
で
は
、
こ
の
他
「
原

発
い
ら
な
い
福
島
の
女
性

達
」
の
代
表
と
地
元
東
海
村

育
ち
の
住
民
が
原
発
再
稼

働
反
対
を
訴
え
ま
し
た
。

人
間
の
鎖

成
功
！

東
海
第
二
原
発
は
二
〇

一
一
年
三
月
一
一
日
の
地

震
で
は
外
部
電
源
途
絶
に

見
舞
わ
れ
、
さ
ら
に
最
高

五
・

四
㍍
の
津
波
に
襲
わ

れ
、
六
・
一
ｍ
の
防
潮
壁
を

完
成
し
て
い
た
の
で
す
が

結
局
浸
水
し
、
デ
ー
ゼ
ル
発

電
機
が
一
基
停
止
し
、
残
る

二
基
が
辛
く
も
持
ち
こ
た

え
電
源
を
維
持
し
ま
し
た
。

東
海
第
二
原
発
の

津
波
被
災
の
様
子

◎
３
・
１
１
大
震
災
で

東

海
第
二
原
発
は
、
緊
急
停
止

し
、
圧
力
容
器
内
の
圧
力
が

急
激
に
上
昇
し
、
水
位
が
一

時
１
ｍ
下
が
り
圧
力
逃
し
弁

の
開
閉
を
一
七
〇
回
行
う
な

ど
し
て
、
冷
温
停
止
に
な
る

ま
で
３
日
半
（

通
常
一
日
ほ

ど
）
か
か
る
と
い
う
異
常
停

止
を
し
ま
し
た
。
「
問
題
な

い
」
と
し
て
い
ま
す
が
こ
の

の
よ
う
な
異
常
停
止
は
「
ス

ト
レ
ス
」
と
し
て
残
り
ま
す
。

◎
炉
心
を
囲
む
シ
ュ
ラ
ウ
ド

の
サ
ポ
ー
ト
部
分
に
３
・
１

１
前
に
四
一
カ
所
の
亀
裂
が

あ
る
と
公
表
し
て
い
ま
し
た
。

震
災
後
、
亀
裂
は
増
え
た
の

か
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
。

◎
制
御
棒
（
原
子
炉
を
動
か

し
た
り
止
め
た
り
す
る
も

の
）
ガ
イ
ド
ロ
ー
ラ
破
損
は

今
ま
で
二
回
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
壊
れ
る
と
制
御
棒
が

動
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◎
圧
力
容
器
な
ど
の
脆
化

《
ぜ
い
か
》（
放
射
線
に
よ
り

金
属
な
ど
が
ガ
ラ
ス
の
よ
う

に
割
れ
や
す
く
な
る
こ
と
）

の
進
行
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
試

験
片
の
残
り
が
一
セ
ッ
ト
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
３
・

１
１
前
ま
で
三
回
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
た
が
、
四
回
目
の
チ

ェ
ッ
ク
は
二
〇
一
四
年
で
、

一
九
九
八
年
以
来
一
六
年
ぶ

撤
退
が
決
定
し
た
と
は
い

え
東
海
再
処
理
工
場
は
東
海

第
二
原
発
か
ら
海
岸
沿
い
南

約
三
㌔
に
あ
り
ま
す
。
工
場

内
に
は
今
で
も
約
三
九
〇
立

方
㍍
の
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
」
が
、
ガ
ラ
ス
固
化
出

来
な
い
ま
ま
貯
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。
冷
却
や
掃
気
の
電
源

喪
失
で
、
蒸
発
乾
固
や
水
素

ガ
ス
発
生
で
、
爆
発
の
恐
れ

が
あ
り
。
苛
酷
事
故
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は

大
丈
夫
だ
っ
た
か
？

東
海
再
処
理
工
場
も
地
震

に
よ
り
停
電
と
な
り
、
非
常

電
源
七
基
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
約
五
・
六
㍍
の
津
波

り
で
し
た
。
本
来
装
備
の
試

験
片
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
原
発
の
電
気
ケ
ー
ブ
ル
の

大
半
は
非
難
燃
性
ケ
ー
ブ
ル

で
す
。
経
年
劣
化
が
進
む
と

漏
電
な
ど
に
よ
り
機
器
の
操

作
不
能
や
誤
動
作
多
発
の
要

因
に
な
り
ま
す
。
三
九
年
の

金
属
疲
労
蓄
積
の
上
に
再
稼

働
す
れ
ば
日
増
し
に
危
険
性

が
増
大
し
て
行
き
ま
す
。

が
襲
来
。
敷
き
地
の
高
さ
ま

で
約
一
㍍
の
余
裕
が
あ
り
、

運
良
く
浸
水
の
危
機
を
免
れ

ま
し
た
。
外
部
電
源
が
復
旧

し
た
の
は
約
四
六
時
間
後
で

し
た
が
、
工
業
用
水
の
断
水

が
八
五
時
間
、
水
道
水
の
断

水
が
二
六
五
時
間
続
き
ま
し

た
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

の
発
熱
除
去
用
冷
却
ポ
ン
プ

と
水
素
除
去
用
圧
縮
機
は
継

続
運
転
出
来
ま
し
た
。
（
中

略
）
隣
接
す
る
実
規
模
開
発

試
験
施
設
の
壁
が
破
損
し
、

さ
ら
に
二
〇
ト
ン
ク
レ
ー
ン

が
落
下
し
ま
し
た
。

（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
『
フ
レ
ン
ド
リ
ー

通
信
臨
時
増
刊
号
』
か
ら
要
約
）

新
聞
記
事
か
ら

◆
『
東
電
、
原
電
の
債
務
保

証
検
討

原
発
の
安
全
対
策

に
二
〇
〇
〇
億
円
超
』

朝
日
新
聞
八
月
二
五
日

◆
『
東
海
村
・
再
処
理
工
場

廃
止
に
７
０
年
一
兆
円

国

民
負
担
さ
ら
に
増
』

東
京
新
聞
七
月
一
日

「
原
子
力
」
発
祥
の
地
、
茨
城

県
東
海
村
は
自
然
豊
か
な
良
い

と
こ
ろ
で
し
た
。
し
か
し
「
原

子
力
」
は
危
険
な
放
射
性
廃
棄

物
を
大
量
に
残
し
、
核
施
設
の

後
始
末
の
た
め
の
莫
大
な
負
債

を
残
し
ま
し
た
。
こ
の
負
担
は

確
実
に
日
本
の
経
済
を
蝕
ん
で

行
く
で
し
ょ
う
。（
尚
）

8.26 東海第二原発再稼

働阻止行動に東京からバス

２台で市民が駆け付けまし

た。東京圏市民と大飯、伊

方、川内、浜岡原発など稼

働阻止を闘う市民が交流し

ながら行動し、現地を見ま

した。その様子は下記Ｕチ

ューブで放映されています。

ぜひご覧ください。

◇20170826UPLAN 東海第

二原発ヒューマンチェーンに

参加しよう！

https://www.youtube.co

m/watch?v=1_E5glmeafs

日本原電フェンス

道路からは樹木に遮られ

原発は見えませんでした。

東海第二原発

（奧は廃炉中の東海原発）

日本原子力研究

開発機構正門前で


